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に重要な要素である．さらには，介護職者と介護サー

ビス利用者間でうまくコミュニケーションが取れると

「 自 己 効 力 感 (Self-efficacy) 」 や 「 職 務 満 足 感 (Job 
Satisfaction)」が高まると期待される．  
 そこで，本研究においてはFig. 1に示すように，介護

職者がどのようなコミュニケーション・スキルを活用

して介護サービス利用者に接し，それが利用者の行動

とどのような関連があるのか，さらには利用者の行動

が介護職者の自己効力感や職務満足感といった職務意

識との間にどのくらい関連しているのか検討すること

を目的としている．  
 

2. コミュニケーション・スキルと職務意識 
 

2.1 介護技術とコミュニケーション・スキル 

 「高齢者の生活意欲を高め，生活能力や生活機会（家

庭外での対人関係）を維持するためには，外出頻度の

増加を促すことが必要である 2)」と指摘されており，

通所サービスは要介護者の生活に対する意欲を高める

効果があると考えられる．よって，これらのサービス

が介護支援サービスの枠組みの中で効果的な役割を果

たすためには，質の高い介護サービスが提供されるこ

とが要求される．  
 ここで，質の高い介護サービスの確保のための必要

条件は，まず介護職者がより高度な「介護技術」を習

得し，発揮することである．社団法人日本介護福祉士

養成施設協会の講習内容を参照すると，「介護技術の

展開，コミュニケーション技術，移動の介助，排泄の

介助，衣服の脱着の介助，食事の介助，入浴の介助に

関する技術」について習得すること 3)がその目標とし

て明示されている．その大部分は日常生活行為（ADL : 
Activity of Daily Living）支援に関する技術の習得を目

的としているが，やはり介護サービスが介護サービス

利用者と介護職者との間でやり取りされるものである

ことを考慮すると，コミュニケーション・スキルが非

常に重要な要素である．介護福祉士養成教育における

カリキュラムにおいて，2009 年に「人間関係とコミュ

ニケーション」および「コミュニケーション技術」が

新たに設置 4)されていることからも明らかである．ま

た，加藤も介護職者の専門的技術としてコミュニケー

ションは生活における自立の促進に欠かせないもので

ある 5)と述べている．  
 従って，介護職者が質の高い ADL 介助技術を有して

いたとしても，利用者との間でうまくコミュニケーシ

ョンが取れない場合には，利用者のニーズに即したケ

アサービスの提供は不十分なものとなってしまう可能

性がある．なお，本研究においてはコミュニケーショ

ン技術と同義としてコミュニケーション・スキルとい

う用語を用いる．  
 
2.2 コミュニケーション・スキルの構成要素 

 大坊は，対人関係を円滑に運営する適応能力として

「社会的スキル（Social Skill）」があり，それは学習可

能である 6)と述べている．さらに，この社会的スキル

を構成する重要な要素の一つとして「コミュニケーシ

ョン・スキル」を挙げることができ，「記号化（自分

のメッセージを適切に表出すること）」と「解読（他

者のメッセージを的確に把握すること）」の 2 つに関

する能力である 7)と指摘している．このコミュニケー

ション・スキルに関連するものとして，察知・推測（メ

タ・コミュニケーション），対人認知・状況理解，自

己表現，対人関係の調整，社会あるいは組織にある文

化規範や規則への対応などのスキルがあるとしている． 
 また相川は，コミュニケーションには「人の話を聴

くスキル」と「自分を主張するスキル」の 2 つが必要

である 8)と指摘している．後者の自分を主張するスキ

ルにおいては，「主張性（アサーション）」が重要で

あるとし，Lange, A. J. & Jakubowski, P.の定義を翻訳し

「自分の権利を擁護し，思考，感情，信念を直接的に，

正直に，そして他者の権利を尊重するような適切な方

法で表現すること」と述べている．具体的には，「表

現力」は自分の考えや気持ちをうまく表現すること，

「自己主張」は自分の意見や立場を相手に受け入れて

もらえるように主張すること，「読解力」は相手の伝

えたい考えや気持ちを正しく読み取ること，「他者受

容」は相手を尊重して相手の意見や立場を理解するこ

と，「自己統制」は自分の感情や行動をうまくコント

ロールすること，そして「関係調整」は周囲の人間関

係にはたらきかけ良好な状態に調整することと定義さ

れている．  
 さらに藤本らは，このコミュニケーション・スキル

を構成する要因として，「表現力と自己主張（ENcode）」，
「読解力と他者受容（Decode）」，「自己統制（COntrol）」，
「関係調整（REgulation）」の 6 要素を挙げ，その頭文

字をとった ENDCORE モデル 9)を提唱している．具体

的には，「表現力」は自分の考えや気持ちをうまく表

現すること，「自己主張」は自分の意見や立場を相手

に受け入れてもらえるように主張すること，「読解力」

は相手の伝えたい考えや気持ちを正しく読み取ること，

「他者受容」は相手を尊重して相手の意見や立場を理

解すること，「自己統制」は自分の感情や行動をうま

Fig. 1 A hypothesis model in this study 
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あらまし

日本においては高齢化が進み，要介護者の数も増加している．居宅介護サービスは，要介護者に対する日常生活支

援のみならず，要介護者の家族に対する身体的・精神的負担の軽減の役割も有する．ここで質の高い介護サービスの

確保のためには，介護職者がより高度な介護技術を習得していることが欠かせない．さらには，介護職者が利用者と

のコミュニケーションをうまく取ることできれば，利用者のニーズが引き出されて，的確なサービス提供ができると

いう自己効力感を抱くことができるものと期待される．本研究においては，介護職者の用いるコミュニケーション・

スキルと利用者の行動との関連について，さらには利用者の行動の状況が介護職者の自己効力感や職務満足感といっ

た職務意識にどう関連しているか検討した．  
 

Abstract 
  The hyper-aged society has arrived in Japan, and the number of elders who need care is increasing. Home care service help 
not only elders who need care in their daily lives, but also reduce the physical and psychological loads which force their families 
bear. High-level care services are effective, and therefor care providers must be able to respond to the needs of their clients and 
feel confident in their sense of self-efficacy in that they are providing effective care service to the recipients of that care. In this 
study, the following hypothesis was discussed: what kinds of communication skills care providers use when they are serving 
elderly clients to induce their activities, and how the predicted activity of care receivers influences to care providers' feeling 
about their work, in particular their levels of self-efficacy and job satisfaction. 
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1. はじめに 
 

 日本においては高齢化が進み，それに伴い要介護高

齢者数も増加している．厚生労働省の介護保険事業報

告 1)によると，2018年1月時点での要介護高齢者数は約

640万人と推計されており，65歳以上の第1号被保険者

数約3,480万人の18.4％を占めている．ここで日本にお

ける介護形態を見てみると，通常の生活の場である自

宅において介護支援を受ける「居宅介護」と，介護老

人保健施設や特別養護老人ホームなどの施設に入所し

て介護支援を受ける「施設介護」とに二分できる．前

述の介護保険事業報告では，居宅（介護予防）サービ

スの受給者数は374万人を数え，日本の居宅介護を支え

る重要な社会資源と考えることができる．  
 「居宅介護」支援サービスには，訪問サービス，通

所介護（デイ・サービス），通所リハビリテーション

（デイ・ケア），短期入所サービスや福祉用具・住宅

改修サービスなどがある．これらのサービスの中でも

通所介護と通所リハビリテーションは，要介護者に対

する日常生活支援のみならず，趣味やレクリエーショ

ン活動，機能維持・回復訓練などを提供するとともに，

要介護者の家族に対する身体的・精神的負担の軽減効

果を有するサービスでもある．よって，これらのサー

ビスが介護支援サービスの枠組みの中で効果的な役割

を果たすためには，質の高い介護サービスが提供され

ることが要求される．また，介護サービスが介護サー

ビス利用者（ケア・レシーバー）と介護職者（ケア・

プロバイダー）との間でやり取りされるものであるこ

とを考慮すると，コミュニケーション・スキルが非常
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に重要な要素である．さらには，介護職者と介護サー

ビス利用者間でうまくコミュニケーションが取れると

「 自 己 効 力 感 (Self-efficacy) 」 や 「 職 務 満 足 感 (Job 
Satisfaction)」が高まると期待される．  
 そこで，本研究においてはFig. 1に示すように，介護

職者がどのようなコミュニケーション・スキルを活用

して介護サービス利用者に接し，それが利用者の行動

とどのような関連があるのか，さらには利用者の行動

が介護職者の自己効力感や職務満足感といった職務意

識との間にどのくらい関連しているのか検討すること

を目的としている．  
 

2. コミュニケーション・スキルと職務意識 
 

2.1 介護技術とコミュニケーション・スキル 

 「高齢者の生活意欲を高め，生活能力や生活機会（家

庭外での対人関係）を維持するためには，外出頻度の

増加を促すことが必要である 2)」と指摘されており，

通所サービスは要介護者の生活に対する意欲を高める

効果があると考えられる．よって，これらのサービス

が介護支援サービスの枠組みの中で効果的な役割を果

たすためには，質の高い介護サービスが提供されるこ

とが要求される．  
 ここで，質の高い介護サービスの確保のための必要

条件は，まず介護職者がより高度な「介護技術」を習

得し，発揮することである．社団法人日本介護福祉士

養成施設協会の講習内容を参照すると，「介護技術の

展開，コミュニケーション技術，移動の介助，排泄の

介助，衣服の脱着の介助，食事の介助，入浴の介助に

関する技術」について習得すること 3)がその目標とし

て明示されている．その大部分は日常生活行為（ADL : 
Activity of Daily Living）支援に関する技術の習得を目

的としているが，やはり介護サービスが介護サービス

利用者と介護職者との間でやり取りされるものである

ことを考慮すると，コミュニケーション・スキルが非

常に重要な要素である．介護福祉士養成教育における

カリキュラムにおいて，2009 年に「人間関係とコミュ

ニケーション」および「コミュニケーション技術」が

新たに設置 4)されていることからも明らかである．ま

た，加藤も介護職者の専門的技術としてコミュニケー

ションは生活における自立の促進に欠かせないもので

ある 5)と述べている．  
 従って，介護職者が質の高い ADL 介助技術を有して

いたとしても，利用者との間でうまくコミュニケーシ

ョンが取れない場合には，利用者のニーズに即したケ

アサービスの提供は不十分なものとなってしまう可能

性がある．なお，本研究においてはコミュニケーショ

ン技術と同義としてコミュニケーション・スキルとい

う用語を用いる．  
 
2.2 コミュニケーション・スキルの構成要素 

 大坊は，対人関係を円滑に運営する適応能力として

「社会的スキル（Social Skill）」があり，それは学習可

能である 6)と述べている．さらに，この社会的スキル

を構成する重要な要素の一つとして「コミュニケーシ

ョン・スキル」を挙げることができ，「記号化（自分

のメッセージを適切に表出すること）」と「解読（他

者のメッセージを的確に把握すること）」の 2 つに関

する能力である 7)と指摘している．このコミュニケー

ション・スキルに関連するものとして，察知・推測（メ

タ・コミュニケーション），対人認知・状況理解，自

己表現，対人関係の調整，社会あるいは組織にある文

化規範や規則への対応などのスキルがあるとしている． 
 また相川は，コミュニケーションには「人の話を聴

くスキル」と「自分を主張するスキル」の 2 つが必要

である 8)と指摘している．後者の自分を主張するスキ

ルにおいては，「主張性（アサーション）」が重要で

あるとし，Lange, A. J. & Jakubowski, P.の定義を翻訳し

「自分の権利を擁護し，思考，感情，信念を直接的に，

正直に，そして他者の権利を尊重するような適切な方

法で表現すること」と述べている．具体的には，「表

現力」は自分の考えや気持ちをうまく表現すること，

「自己主張」は自分の意見や立場を相手に受け入れて

もらえるように主張すること，「読解力」は相手の伝

えたい考えや気持ちを正しく読み取ること，「他者受

容」は相手を尊重して相手の意見や立場を理解するこ

と，「自己統制」は自分の感情や行動をうまくコント

ロールすること，そして「関係調整」は周囲の人間関

係にはたらきかけ良好な状態に調整することと定義さ

れている．  
 さらに藤本らは，このコミュニケーション・スキル

を構成する要因として，「表現力と自己主張（ENcode）」，
「読解力と他者受容（Decode）」，「自己統制（COntrol）」，
「関係調整（REgulation）」の 6 要素を挙げ，その頭文

字をとった ENDCORE モデル 9)を提唱している．具体

的には，「表現力」は自分の考えや気持ちをうまく表

現すること，「自己主張」は自分の意見や立場を相手

に受け入れてもらえるように主張すること，「読解力」

は相手の伝えたい考えや気持ちを正しく読み取ること，

「他者受容」は相手を尊重して相手の意見や立場を理

解すること，「自己統制」は自分の感情や行動をうま

Fig. 1 A hypothesis model in this study 

－ 9－

西口宏美・佐藤慶康・辛島光彦



西口宏美・佐藤慶康・辛島光彦 

 
― 4 ― 

力感を問う質問を 10 項目作成した．さらに，介護サー

ビスを提供中の主観的な職務満足感（主として，組織

内自己効力感と職務内自己効力感）についても質問し

た．これらの質問項目に対しては「全く感じない（1 点）」

から「非常に感じる（10 点）」までの 10 段階の評定尺

度で回答してもらうものである．  
 
3.3 解析方法 

（1）基本属性の集計  
 187 件の有効回答をもとに，回答者の基本属性につ

いてまとめた．今回の調査で質問した基本属性は，性

別，所有資格（介護福祉士，ホームヘルパー），年齢

ならびに介護職としての経験年である．  
（2）コミュニケーション・スキルならびに介護職者の

自己効力感を構成する因子の抽出  
 次に，介護職者がサービス利用者に対して用いるコ

ミュニケーション・スキルを問う 18 の質問項目に対す

る回答結果をもとに因子分析を実施し，コミュニケー

ション・スキルを構成する因子の抽出を行った．さら

に，介護職者の自己効力感について問う 10 項目に対す

る回答結果をもとに因子分析を実施し，自己効力感を

構成する因子の抽出を行った．なお，因子分析には

SPSS Statistic Ver.20 を用いた．  
（3）欲求レベルに基づく利用者の行動の評価  
 介護職者とのコミュニケーションにより引き起こさ

れる利用者の行動は，生理的・安全欲求，親和の欲求，

自我・自尊の欲求ならびに自己実現の欲求に基づくも

のであると想定し，作成した各レベルにおける利用者

の 2 つの行動の頻度の評価点を平均し，数値化した．  
（4）コミュニケーション・スキルと職務意識との関連

性の検討  
 介護職者がどのようなコミュニケーション・スキル

を活用して介護サービス利用者に接し，利用者の行動

とどのような関連性を持っているのか，さらには利用

者の行動が介護職者の自己効力感，さらには職務満足

感といった職務意識との間にどのような関連性がある

のか検討するために，共分散構造分析を行い構造方程

式モデルを作成した．なお，共分散構造分析には AMOS 
Ver.20 を用いた．  
 
3.4 倫理的配慮 

 本研究において実施する調査は，東海大学「人を対

象とする研究」に関する倫理的委員会の審査を経て承

認されたものである．研究を進めるうえで，調査対象

の施設長に対して郵送した依頼文書により本研究の目

的についての説明を依頼し，事前に調査対象の介護職

者に同意を得た．また，得られた回答結果に関しては

その管理に十分留意し，統計処理を施し個人が特定さ

れないようにするなど，調査対象者に対する倫理的な

配慮を行った．  
 

4. 結果と考察 
 

4.1 回答者の属性 

 Table 1 に有効回答 187 件の回答者の属性を示す．職

種としては，介護福祉士資格を取得しているのは 157
名，ホームヘルパー資格を取得しているのは 30 名であ

った．また，介護福祉士資格を所持している回答者の

平均年齢は 36.3 歳で，ホームヘルパー資格所持の回答

者の平均年齢 31.8 歳を上回っていた．また，経験年数

も介護福祉士が 8.6 年と，ホームヘルパーの 3.5 年を

上回っていた．  
 
4.2 コミュニケーション・スキルの因子抽出 

 コミュニケーション・スキルに関する質問項目の回

答結果をもとに，因子分析を行った結果を Table 2 上

段に示した．なお，最尤法ならびにプロマックス回転

Table 1 Profile of subjects 

Table 2 Factors of communication skill and work consciousness 
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くコントロールすること，そして「関係調整」は周囲

の人間関係にはたらきかけ良好な状態に調整すること

と定義されている．この ENDCORE モデルは，大坊 6)

や相川 8)のコミュニケーション・スキルのモデルと比

べて，より詳細であるとともに各要因が具体的な内容

として記述されており 9)，コミュニケーション・スキ

ルの評価指標に適していると考えられる．  
 
2.3 職務意識としての自己効力感と職務満足感 

 介護職者の立場からすると，提供した介護サービス

が利用者の日常生活の支援の一助となるとすれば，必

然的に自分の介護スキルに対して自信を持つことがで

き，自己効力感の向上につながると考えられる．自己

効力感の原語である Self-efficacy の概念は Bandura, A.
により提唱された概念 10)である．板野らは，自己効力

感を「ある結果を生み出すために必要な行動をどの程

度うまく行うことができるかという個人の確信」と定

義 11)している．  
 一方，現場での調査に目を向けると，通所リハビリ

テーションの利用者を対象に実施した聞き取り調査で

は，介護職者あるいは他の利用者との間でうまくコミ

ュニケーションが取れると満足感が高くなるという結

果が得られている 12)．逆に，介護職者の立場からは，

介護サービスの中のレクリエーション活動を通して利

用者のコミュニケーション機能が向上したと実感でき

ることにより職務満足感（Job Satisfaction）が高まると

いう結果も得られている 13)．これは自己効力感と職務

満足感との間には高い関連性があることを示している． 
 
2.4 介護職者の職務意識 

 板野は GSES（General Self-efficacy Scale）を用いて，

自己効力感が高く認知された時の行動特性として，「行

動の積極性」，「失敗に対する不安」，「能力の社会

的位置づけ」の 3 つの因子を抽出している 14)．また，

櫻木は職務満足に影響を与える自己効力感として，「組

織内自己効力感」と「職務内自己効力感」の 2 つがあ

ると指摘している 15)．  
 

3. 研究方法 
 

3.1 調査対象と時期 

 2012 年 9 月から 11 月までの期間に，東京都，神奈

川県，埼玉県，ならびに山形県において通所リハビリ

テーション（デイ・ケア）を提供している介護老人保

健施設の介護職者を対象として，質問紙調査を実施し

た．なお，質問紙は施設長宛に郵送し，1 施設において

介護職者 5 名程度を任意に選択してもらい，同意の得

られた介護職者に回答を依頼した．その結果，41 施設

から 223 件の回答が得られ，解析に用いることのでき

た有効回答は 187 件であった．  
 
3.2 調査内容 

 本研究において作成した質問紙は，介護職者の個人

属性についての項目，介護職者が有するコミュニケー

ション・スキル，利用者の行動，ならびに介護職者自

身の介護サービス提供時における職務意識について評

価する質問項目で構成されている．  
（1）基本属性  
 回答者の年齢，性別，介護職としての所有資格（介

護福祉士，ホームヘルパー），介護職としての経験年

について問う質問項目である．  
（2）介護職者の用いるコミュニケーション・スキル  
 前述したコミュニケーション・スキルのモデルの中

か ら ， 詳 細 な 評 価 が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る

ENDCORE モデルを参考にして，介護職者の持ちうる

コミュニケーション・スキル（自己評価によるもの）

を問う質問項目を 18 項目作成した．介護サービスにお

いて，18 項目のスキルをどのくらい活用しているか，

「非常に当てはまる（3 点）」，「まあまああてはまる

（2 点）」，「あまり当てはまらない（1 点）」，「全

く当てはまらない（0 点）」の 4 段階の評定尺度で回

答してもらうものである．  
（3）利用者の行動  
 介護職者と利用者との間で交されるコミュニケーシ

ョンのもとで，介護サービス利用者のとる行動（介護

職者から見た評価）を検討するために，「マズローの

欲求の 5 段階説」に基づき「生理的・安全欲求」，「親

和の欲求」，「自我・自尊の欲求」，「自己実現の欲

求」の各レベルに分類し，利用者の行動を想定した．

この欲求の 5 段階説は人間の行動の原動力となる要因

と考え，利用者の行動を検討するために用いた．各レ

ベルの欲求に基づく利用者の行動は多様であるが，質

問紙の量的な制約上，それぞれ 5 つの欲求の代表的な

行動を 2 項目づつ想定し，以下のような質問項目を作

成した．  
①生理的・安全欲求に関する質問項目  
・利用者がしてもらいたいことを注文してくれる．  
・利用者から質問や相談を多くしてくれる．  
②親和の欲求に関する質問項目  
・利用者同士が楽しそうに会話をしてくれる．  
・利用者が自分の話に耳を傾けてくれる．  
③自我自尊の欲求に関する質問項目  
・利用者が自分の自慢話や昔話をしてくれる．  
・利用者が自分の得意なことを教えてくれる．  
④自己実現の欲求に関する質問項目  
・利用者が自分のやりたいことや今後についての話

をしてくれる．  
・利用者が新たな目標を持ち積極的に行動してくれ

る．  
 以上の質問項目が示す行動がどの程度の頻度で見ら

れたかを，「いつもある（3 点）」，「よくある（2 点）」，

「たまにある（1 点）」，「全くない（0 点）」の 4 段

階の評定尺度で回答してもらうものである．  
(4)介護職者の職務意識  
 介護職者の職務意識を問う質問項目として，GSES を

もとに介護サービスに対して自分の持っている自己効
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力感を問う質問を 10 項目作成した．さらに，介護サー

ビスを提供中の主観的な職務満足感（主として，組織

内自己効力感と職務内自己効力感）についても質問し

た．これらの質問項目に対しては「全く感じない（1 点）」

から「非常に感じる（10 点）」までの 10 段階の評定尺

度で回答してもらうものである．  
 
3.3 解析方法 

（1）基本属性の集計  
 187 件の有効回答をもとに，回答者の基本属性につ

いてまとめた．今回の調査で質問した基本属性は，性

別，所有資格（介護福祉士，ホームヘルパー），年齢

ならびに介護職としての経験年である．  
（2）コミュニケーション・スキルならびに介護職者の

自己効力感を構成する因子の抽出  
 次に，介護職者がサービス利用者に対して用いるコ

ミュニケーション・スキルを問う 18 の質問項目に対す

る回答結果をもとに因子分析を実施し，コミュニケー

ション・スキルを構成する因子の抽出を行った．さら

に，介護職者の自己効力感について問う 10 項目に対す

る回答結果をもとに因子分析を実施し，自己効力感を

構成する因子の抽出を行った．なお，因子分析には

SPSS Statistic Ver.20 を用いた．  
（3）欲求レベルに基づく利用者の行動の評価  
 介護職者とのコミュニケーションにより引き起こさ

れる利用者の行動は，生理的・安全欲求，親和の欲求，

自我・自尊の欲求ならびに自己実現の欲求に基づくも

のであると想定し，作成した各レベルにおける利用者

の 2 つの行動の頻度の評価点を平均し，数値化した．  
（4）コミュニケーション・スキルと職務意識との関連

性の検討  
 介護職者がどのようなコミュニケーション・スキル

を活用して介護サービス利用者に接し，利用者の行動

とどのような関連性を持っているのか，さらには利用

者の行動が介護職者の自己効力感，さらには職務満足

感といった職務意識との間にどのような関連性がある

のか検討するために，共分散構造分析を行い構造方程

式モデルを作成した．なお，共分散構造分析には AMOS 
Ver.20 を用いた．  
 
3.4 倫理的配慮 

 本研究において実施する調査は，東海大学「人を対

象とする研究」に関する倫理的委員会の審査を経て承

認されたものである．研究を進めるうえで，調査対象

の施設長に対して郵送した依頼文書により本研究の目

的についての説明を依頼し，事前に調査対象の介護職

者に同意を得た．また，得られた回答結果に関しては

その管理に十分留意し，統計処理を施し個人が特定さ

れないようにするなど，調査対象者に対する倫理的な

配慮を行った．  
 

4. 結果と考察 
 

4.1 回答者の属性 

 Table 1 に有効回答 187 件の回答者の属性を示す．職

種としては，介護福祉士資格を取得しているのは 157
名，ホームヘルパー資格を取得しているのは 30 名であ

った．また，介護福祉士資格を所持している回答者の

平均年齢は 36.3 歳で，ホームヘルパー資格所持の回答

者の平均年齢 31.8 歳を上回っていた．また，経験年数

も介護福祉士が 8.6 年と，ホームヘルパーの 3.5 年を

上回っていた．  
 
4.2 コミュニケーション・スキルの因子抽出 

 コミュニケーション・スキルに関する質問項目の回

答結果をもとに，因子分析を行った結果を Table 2 上

段に示した．なお，最尤法ならびにプロマックス回転

Table 1 Profile of subjects 

Table 2 Factors of communication skill and work consciousness 
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のか」検討するために，介護職者の用いるコミュニケ

ーション・スキル，サービス利用者の行動，ならびに

介護職者の職務意識を潜在変数として共分散構造分析

を行い，Fig. 3 に示すような構造方程式モデルを作成

した．適合度の指標についてみてみると，3 つの適合

度指標も CFI=0.97，GFI=0.93，AGFI=0.90 と 1 に近い

値を示した．また，RMSEA も 0.06 であり，モデルの

当てはまりも良いと考えられる．  
 Fig. 3 に示した構造方程式モデルにおいて，コミュ

ニケーション・スキルを構成する 4 つの因子において，

パス係数（標準偏回帰係数）は，読解力と表現力が 0.94，
他者受容と関係調整が 0.83，自己主張が 0.84，そして

自己統制が 0.61 という値を示した (p＜0.001)．特に，

読解力と表現力ならびに他者受容と関係調整において

高い値を示したのは，サービス利用者のことを受け入

れようと心掛け，相手との関係をうまく確立するため

のコミュニケ―ション・スキルを活用しているためで

あると考えられる．須加 17)も，サービス利用者への気

づきや利用者のメリットを考える援助が重要であると

指摘している．また職務意識については，介護職者と

しての自信と有能感，仕事のやりがい感ならびに主観

的職務満足の 3 つの因子との相関が高かったが (ｐ＜

0.001)，介護職者として社会的に認知されることや職

務へのチャレンジ精神などが職務満足感を高めること

を示唆していると考えられる．  
 利用者の行動をメディエータとした場合のコミュニ

ケーション・スキルと職務意識の関連性については，

コミュニケーション・スキルから利用者の行動へのパ

ス係数は 0.59，利用者の行動から職務意識へのパス係

数は 0.48 と，いずれも高い関係性 (ｐ＜0.001)を示した．

これにより，介護職者の用いるコミュニケーション・

スキルとサービス利用者の行動との間に関連性がみら

れ，さらには利用者のニーズに対応したサービスを提

供することにより自らの自己効力感や職務満足感が高

まる可能性が示唆された．  
 

5. まとめ 
 

 ここまでの検討結果より，介護職者が用いるコミュ

ニケーション・スキルがサービス利用者の行動を引き

出す可能性や，さらには利用者のニーズに対応したサ

ービスを提供できることにより介護職者の自己効力感

や職務満足感が高まる可能性が示唆された．  
 特に，「読解力と表現力」ならびに「他者受容と関係

調整」といった変数がコミュニケーション・スキル（潜

在因子）に寄与し，介護サービス利用者の行動と関連

していたことより，介護職者にとって利用者のニーズ

を的確に把握する能力が求められていると考えられる．

さらには，利用者のニーズに対応したサービスを提供

できることで，介護職者としての自信と有能感，介護

職としての職務に対するやりがい感と社会的認知さら

には主観的満足感が高まることが示唆された．  
 質の高い介護サービスを提供するためには，介護職

者が高い介護技術や介護サービス利用者とのコミュニ

ケーション・スキルを有する必要性があること，また

高いコミュニケーション・スキルを発揮することによ

り介護職者の自己効力感や職務満足感が高まるという

指摘をする研究は多くみられるが，介護サービス利用

Fig. 3 The relationship between the communication skill of service providers and their work consciousness 
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を用いて抽出した第 4 因子までの累積寄与率は 41.4％
であった．  
 まず第 1 因子としては，相手に分かりやすく言葉や

態度で表現するといった「表現力」にかかわる項目と，

相手の表情や態度の読み取り，立場の理解といった「解

読力」に関わる項目が高い因子負荷量を示したことか

ら，「解読力と表現力」のスキル因子と解釈した．  
 次に第 2 因子としては，相手を尊重し可能な限り相

手の立場を理解しようとする「他者受容」にかかわる

項目と，他者との関係を良好に保とうとする「関係調

整」にかかわる項目が高い因子負荷量を示したことか

ら，「他者受容・関係調整」の因子と解釈した．さら

に第 3 因子としては，相手に対して柔軟的あるいは積

極的にはっきりと自分の意思を主張するといった項目

が高い因子負荷量を示したことから，「自己主張（ア

サーション）」のスキル因子と解釈した．  
 最後に第 4 因子としては，自分の感情をコントロー

ルして相手に対応するといった項目が高い因子負荷量

を示したことから，「自己統制（セルフ・コントロー

ル）」と解釈した．  
 介護職者がサービス利用者に対して用いるコミュニ

ケーション・スキルを 4 つの因子に集約したが，各因

子を構成する質問項目の評価点についてみてみると，

第 2 因子の「関係調整」にかかわる評価の平均点が他

の因子の項目と比べて高い傾向を示した．これは，介

護職者がサービス利用者との関係を常に良好な状況に

保つことを意識している現れであると考えられる．  
 
4.3 利用者の行動 

 介護職者と利用者との間で交されるコミュニケーシ

ョンのもとで，介護サービス利用者のどのような行動

が引き起こされていると介護職者が評価しているかを

検討した．質問項目は，「生理的・安全欲求」，「親

和の欲求」，「自我・自尊の欲求」および「自己実現

の欲求」のレベルに基づく行動を想定したもので，各

レベル 2 項目の質問から構成されている．  
 Fig. 2 に示した通り，各質問項目の平均点をみてみ

ると，介護職者はサービス利用者の行動として，「自

我・自尊の欲求 (2.1 点 )」および「親和の欲求 (2.1 点 )」

レベルの行動に対して 2 点以上，つまり「よくある」

より高い頻度であると評価している．  
 このことから，通所介護や通所リハビリテーション

のサービス利用者は，本来の利用目的である ADL の介

助サービスだけではなく，介護職者や他の利用者との

会話を楽しむなど，施設というコミュニティーの中で

他者との交流や自らのアイデンティティの確立を目的

とした行動支援を欲していると介護職者は認識してい

るものと推測される．竹内は，在宅ケアを円滑なもの

とするためには 7 つの条件があり，その一つとして「社

会交流」を挙げ，心身ともに健康な生活を送るために

は欠かせない条件であると指摘している 16)．このこと

からも，サービス利用者の自我・自尊や親和の欲求レ

ベルの行動が引き出すことが可能となれば，通所リハ

ビリテーションや通所サービスが地域におけるコミュ

ニティー機能の役割を担うことができることが確認さ

れた．  
 
4.4 介護職者の職務意識 

 職務意識に関する質問項目の回答結果をもとに因子

分析を行った結果は Table 2 下段に示す通りである．

最尤法ならびにプロマックス回転を用いて抽出した第

2 因子までの累積寄与率は 63.2％であった．  
 まず，第 1 因子は職場内において自らの仕事ぶりに

対して他者が信頼感や職務能力を認めてくれ，自信を

もって職務を遂行できるという質問項目で高い因子負

荷量を示していることから，「介護職者としての自信

と有能感」の因子と解釈した．  
 次に，第 2 因子は介護職者としてやりがい感やチャ

レンジ精神をもって職務を継続できるという質問項目

で高い因子負荷量を示していることから，「仕事のや

りがい感と社会的認知」の因子と解釈した．  
 まず，第 1 因子の「介護職者としての自信と有能感」

は，GSES14)における「行動の積極性」ならびに「失敗

に対する不安」，櫻木 15)の指摘した「組織内自己効力

感」に相当すると考えられる．また，第 2 因子の「仕

事のやりがい感と社会的認知」は，GSES における「能

力の社会的位置づけ」，櫻木の指摘した「職務内自己

効力感」に相当すると考えられる．  
 最後に，介護サービス提供時の職務満足感の評価点

の平均は 6.3 点で，中間値の 5.5 を上回る値であった．

この結果は，介護職者が介護サービス提供時に職務意

識の因子として抽出された「介護職者としての自信と

有能感」ならびに「仕事のやりがい感と社会的認知」

に対して高い認識を持つことができることの現れであ

ると考えられる．  
 
4.5 コミュニケーション・スキルと職務意識との関連

～利用者の行動をメディエータとした場合～ 

 最後に，「介護職者のコミュニケーション・スキル

と利用者の行動との間にどのような関連性があるのか，

また利用者の行動と介護職者の自己効力感や職務満足

感といった職務意識との間にどのような関連性がある
Fig. 2 The behavior of care receivers 
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のか」検討するために，介護職者の用いるコミュニケ

ーション・スキル，サービス利用者の行動，ならびに

介護職者の職務意識を潜在変数として共分散構造分析

を行い，Fig. 3 に示すような構造方程式モデルを作成

した．適合度の指標についてみてみると，3 つの適合

度指標も CFI=0.97，GFI=0.93，AGFI=0.90 と 1 に近い

値を示した．また，RMSEA も 0.06 であり，モデルの

当てはまりも良いと考えられる．  
 Fig. 3 に示した構造方程式モデルにおいて，コミュ

ニケーション・スキルを構成する 4 つの因子において，

パス係数（標準偏回帰係数）は，読解力と表現力が 0.94，
他者受容と関係調整が 0.83，自己主張が 0.84，そして

自己統制が 0.61 という値を示した (p＜0.001)．特に，

読解力と表現力ならびに他者受容と関係調整において

高い値を示したのは，サービス利用者のことを受け入

れようと心掛け，相手との関係をうまく確立するため

のコミュニケ―ション・スキルを活用しているためで

あると考えられる．須加 17)も，サービス利用者への気

づきや利用者のメリットを考える援助が重要であると

指摘している．また職務意識については，介護職者と

しての自信と有能感，仕事のやりがい感ならびに主観

的職務満足の 3 つの因子との相関が高かったが (ｐ＜

0.001)，介護職者として社会的に認知されることや職

務へのチャレンジ精神などが職務満足感を高めること

を示唆していると考えられる．  
 利用者の行動をメディエータとした場合のコミュニ

ケーション・スキルと職務意識の関連性については，

コミュニケーション・スキルから利用者の行動へのパ

ス係数は 0.59，利用者の行動から職務意識へのパス係

数は 0.48 と，いずれも高い関係性 (ｐ＜0.001)を示した．

これにより，介護職者の用いるコミュニケーション・

スキルとサービス利用者の行動との間に関連性がみら

れ，さらには利用者のニーズに対応したサービスを提

供することにより自らの自己効力感や職務満足感が高

まる可能性が示唆された．  
 

5. まとめ 
 

 ここまでの検討結果より，介護職者が用いるコミュ

ニケーション・スキルがサービス利用者の行動を引き

出す可能性や，さらには利用者のニーズに対応したサ

ービスを提供できることにより介護職者の自己効力感

や職務満足感が高まる可能性が示唆された．  
 特に，「読解力と表現力」ならびに「他者受容と関係

調整」といった変数がコミュニケーション・スキル（潜

在因子）に寄与し，介護サービス利用者の行動と関連

していたことより，介護職者にとって利用者のニーズ

を的確に把握する能力が求められていると考えられる．

さらには，利用者のニーズに対応したサービスを提供

できることで，介護職者としての自信と有能感，介護

職としての職務に対するやりがい感と社会的認知さら

には主観的満足感が高まることが示唆された．  
 質の高い介護サービスを提供するためには，介護職

者が高い介護技術や介護サービス利用者とのコミュニ

ケーション・スキルを有する必要性があること，また

高いコミュニケーション・スキルを発揮することによ

り介護職者の自己効力感や職務満足感が高まるという

指摘をする研究は多くみられるが，介護サービス利用

Fig. 3 The relationship between the communication skill of service providers and their work consciousness 
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あらまし 

循環型社会を実現するための取り組みとして，東海大学高輪キャンパスではスマートゴミ箱を用いて

再生可能資源が正しく分別されているか実態調査を行っている．本調査の結果，全体の30%が正しく分

別されておらず，それらを回収員が手作業で分別をやり直している．この無駄な労働を無くす為，音を

用いた自動分別を解決案とした．しかしながら，音を用いた自動分別を作製するにあたって，多くの研

究で使用されてきた特徴量MFCC(Mel-Frequency Cepstral Coefficient)では目標の識別率に至らなかった．

本論文では，再生可能資源の識別に適するMFCCの改良方法を提案し，その検証と考察を述べる． 

 
Abstract 

As an effort to realize a recycling-oriented society, Tokai University Takanawa Campus uses smart garbage boxes to 
demonstrate whether renewable resources are properly separated. As a result of this survey, it found that 30% of the garbage 
was sorted by mistake and the collector manually sorted them separately. In order to eliminate this unnecessary work, we 
propose automatic sorting using sound recognition. MFCC (Mel-Frequency Cepstral Coefficient) has been used as an 
algorithm in many studies for sound recognition. In this paper, we propose an improved method of MFCC suitable for 
identifying renewable resources and describe its verification and consideration. 

 
キーワード：音の識別，特徴量，MFCC(Mel-Frequency Cepstral Coefficient) 
Keywords: Identification of sound, a Feature value, MFCC(Mel-Frequency Cepstral Coefficient) 

 
1. はじめに 

 
循環型社会を実現するために IoT(Internet of Things)を用

いて取り組むべきであるとの考えのもと，東海大学高輪キ

ャンパスではスマートゴミ箱 BigBelly™を用いて，再生可

能資源であるビン，缶，ペットボトルを対象にどれだけ正

しく分別されているか実態調査を行っている．本調査を

2016 年 1 月から 2017 年 4 月までの約 1 年半行った結果，

70%は正しく分別をされていたが，30%は誤った分別をさ

れていた 1)．この結果から，誤って分別をされた 30%分の

再生可能資源を回収作業員が一つ一つ手作業で分別をやり

直さなければならない現状がわかった．無駄な労働を削減

するために，自動で分別をする新たなスマートゴミ箱を作

製すべきであるという考えから研究を開始した．    
再生可能資源の自動分別の関連研究では，画像認識を用

いた自動分別が報告されている 2)．しかしながら，画像認

識を用いた自動分別では確かに再生可能資源であるビン，

缶，ペットボトルの分別は可能であるが，缶のアルミとス

チールの分別をすることは難しい．そこで本研究では再生

可能資源であるビン，アルミ缶，スチール缶，ペットボト

ルの自動分別を可能にする手段として，音（落下音）を用

いる．音の識別に関する関連研究では，人の行動認識や環

境音を元にスマートフォンへ情報を提供するモバイルアプ

リケーションなどが報告されている 3)4)5)．これらの関連研

究 で は 特 徴 量 と し て MFCC(Mel-Frequency Cepstral 
Coefficient)を用いている．しかしながら，MFCC は音声認

識に適した特徴量であり再生可能資源の落下音には必ずし

も適していない．そこで本研究では再生可能資源の落下音

に適した特徴量を抽出するため，MFCC の改良を提案し識

別率の向上を目的とする．  
以下，第 2 章で，音を用いた再生可能資源の自動分別に

関連する研究について述べる．第 3 章では，音を用いた分

析として MFCC について述べる．第 4 章で，再生可能資源

の落下音に対して識別率を高める為のMFCC改良方法につ

いて述べる．第 5 章にて，改良型 MFCC の検証とその結果

について述べる．第 6 章でまとめを述べる． 
 

2. 関連研究 
 

音の識別に関連する研究はこれまでも多数あり，人の生活行動

認識や周りの状況から適切な情報をユーザーへ提供するために

用いられている 3)4)5)．参考文献 3)では高齢者の見守りや健康状

態などを知る為に加速度センサと音センサを使用している．加速

度センサで人の動きを認識した上で，音センサは録音を開始する．

録音したデータより，皿洗いや掃除機がけ，ドライヤなどの人の行

動を識別している．音の識別をするための手段として，特徴量で

*1 情報通信学研究科情報通信学専攻 修士課程 
Graduate School of Information and 
Telecommunication Engineering，Course of Information 
and Telecommunication Engineering, Master`s program

*2 情報通信学研究科情報通信学専攻 教授 
Graduate School of Information and 
Telecommunication Engineering，Course of Information 
and Telecommunication Engineering, Professor 
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者の行動を媒介とした介護職者のコミュニケーショ

ン・スキルと職務意識の関連性について検討した研究

は見られない．また，介護サービスの対象である利用

者の行動に注目することは非常に重要であり，本研究

の意義は大きいと考える．  
 今回の研究においては横断的研究により得られたデ

ータを用いた考察であるため，介護職者のコミュニケ

ーション・スキルと職務意識との因果関係についての

検討には限界があるため，今後は縦断的研究を用いる

などより精度の高い研究方法を用いて再検証する必要

がある．また，利用者の行動の評価に関しては介護職

者の主観評価を用いており，より客観的なデータを得

るには介護サービス提供時の映像解析や第三者による

行動評価などが必要であると考えられ，今後の課題と

したい．  
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